
「サッカー大会に向けて準備が進む中、実行委員長をはじめ、各グループが水面下で
動いてくれていると感じております。皆様にはぜひ寄り添いながら、この事業の成功
に向けて一丸となって取り組んでいただきたいと思います。
　一生懸命やり切った先には、これまでとは違う景色が見えてくるはずです。本気で
やるからこそ楽しく、本気でやり切ってこそ達成感が生まれます。また、その経験が
自分自身の成長につながり、JCの見え方も変えていくものだと確信しております。
皆で本気で取り組んでいきましょう。」
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【例会の目的・意義とは】
・土屋理事長：例会は一見同じことの繰り返しに見えるが、皆で"繰り返して"活動への意識を

　共有する大切な場である。個人や会の課題をリアルタイムで共有し、真剣に向き合うことで

　個人と会の成長、そして地域の発展へとつながっていくものだと考えている。

・小柳直前理事長：メンバー全員が揃う機会は例会以外ではあまり無い。理事長経験から

　考えると、例会に集まってほしいという思いが強かった。顔を合わせることで一体感が生まれ

　そこから様々な対話が生まれる。同じ場を共有することが最も重要な意義だと考えている。

・山田監事：設えから一連の流れをしっかりと行うことが大事で、必ず何かを得られる。

　周年などの重要な場面に備えるためにも、日々のトレーニングが大切だと考えている。

【例会の現状と課題について】
・出席率の低下および参加メンバーの固定化

・リハーサル不足や事前準備の甘さ

【今後の例会の方向性について】
・形式の柔軟化や家族参加型など、参加しやすい例会の検討

・リハーサルや事前準備の徹底による設営の質向上

・いつ誰が来ても大丈夫なレベルの例会づくり

・メリハリを大切にすることこそが、にいがた北らしさ

今月の活動
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2月例会＆勉強会

　2月4日(水)、北地区コミュニティーセンターに
て2月例会を開催しました。オブザーバーの岡本
さんにもご参加いただき、「例会に関する勉強
会」からスタート。「例会にはどういう意義があ
るのか」などについて、先輩メンバーの小柳
君、山田君のお二人に講師を務めていただき、
改めて皆で学ぶ時間となりました。続くグルー
プワークでは、それぞれが考える課題や、これ
からの例会づくりに向けて、ざっくばらんに意
見を交わす場となりました。
　そして気を引き締めて例会本編へ！多くのメ
ンバーから報告が行われ、3分間スピーチでは中
村君が登壇！メンバー間の現状を共有できる有
意義な時間となりました。

3月例会

また、オブザーバ
ーの木村さんにも
ご参加いただき、
地域おこし協力隊
としての活動や農
業について、様々
なお話を聞かせて
いただきました。

3月6日(金)、豊栄地区公民館にて3月例会を開催し
ました。参加したほぼ全員から、日頃の活動や出
向先での取り組みなどについて報告が行われまし
た。3分間スピーチでは川居君と坂本君が登壇し、
普段なかなか聞くことのできないそれぞれの想い
や近況について語っていただきました。

活動報告

福島潟新芽呼ぶヨシ焼き

　今年度のヨシ焼は2度の延期を経て3月22日(日)に開催さ
れました。当日は乾燥注意報が出るほどの快晴で、そのた
めに小柳君、小池君の地上班は中止になり、船で潟に行く
土屋君、佐藤君、川居君の3名でのヨシ焼となりました。
今年度は降雪量が足りず、ヨシが立った状態だったので燃
えるところはよく燃えるのですが、多くの部分が足元だけ
燃えるという結果でした。天気にも恵まれて燃え方の確認
という名で潟の中を船で走るのはとても気持ちがよく、春
の福島潟をみんなで満喫してまいりました。



新入会員・賛助会員候補者を
ご紹介いただける方は

 025-388-3840(事務局)まで
ご連絡ください！

YouTubeHomepage Instagram Facebook

修練に関する
ご感想・ご意見などを
ぜひお寄せください！
お待ちしております。

サッカー大会

キャラバン部隊!キャラバン部隊!キャラバン部隊!

【3月10日 in いわふね】
土屋君、山田君、そして坂本君が
コーラを一気飲みし、大会名を
最後まで言い切るチャレンジ
(ハイキングウォーキング風)

第1エリア第1エリア第1エリア 第3エリア第3エリア第3エリア

【3月11日 in 加茂】
キム君が韓国語で大会を紹介する
“ふり”をしながら所々にブロック役員
の名前やエピソードを織り交ぜる

第6エリア第6エリア第6エリア

【3月13日 in 糸魚川】
中村君が必死に事業説明するのを
アルビレックス風チャントで応援

第4エリア第4エリア第4エリア

【3月17日 in 見附】
小池君があらゆる場面での
サッカーポーズを披露
(とにかく明るい安村風)

第2エリア第2エリア第2エリア

【3月21日 in 新津】
川﨑君が小柳君を挑発し、
最後はお決まり仲直りの…?
(ダチョウ倶楽部風)

第5エリア第5エリア第5エリア

【3月24日 in 十日町】
小池君と天野君の掛け合いに、
山田君・土屋君・水戸部会長が
仲裁に入るも、全員一気飲み
(鬼越トマホーク風)
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